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〈論 説〉

ナポレオン帝政 と近代フランス国家の形成
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1.は じ め に

本 稿で論 じる問題 は、 ナポ レオ ン帝政 が近代 フ ランス国家 の形成 に どの よ う

な影 響 を与 えたか、 とい うことです。 その際、特 に ここで い うナ ポ レオ ン帝政

とは、 ナポ レオ ン1世(1769-1821)に よ る第一 帝政(1804-1815)と 、 ナ ポ レ

オ ンm世(1808-1873)に よ る第二帝政(1852-1870)の 両 方 を指 します。 この

2つ の 帝 政 に よ る統 治体 制 、 理 念 、 構 造 な ど を指 して ボ ナパ ル テ ィズ ム

(bonapartisme)と 呼 ぶ ことは、 よ く知 られ てい る ところです。

ナ ポ レオ ン帝政 とい う とす ぐに軍事体制 、独裁政 治で あった とい うことが想

起 され、批判 の対象 とな る ことが多 くあ ります。特 に、 フ ランス革命 以来の民

主政 の流れ を遮断 し、それ を後退 させ た と弾呵 され、 その反動 的性格 が指摘 さ
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れています。 そうした面があった ことは否定で きないかもしれ ませんが、 しか

し、 またナポレオン帝政が革命の原理を守 り、新 しい国家体制を築 いたことも

無視できません。そのため、私がここで論 じようとすることは、ナポ レオン帝

政がフランス革命の原理を守護 し、それにもとずいてフランスの近代国家形成

に影響を与えた。否、ナポレオン帝政がなければ、フランス革命は失敗に帰 し、

保守反動の体制はもっと加速 したであろう、 ということです。換言すれば、 フ

ランス帝政の、革命の原理に立脚 した近代国家形成に果たした役割を分析、考

察 してみようというのが本稿の目的です。

その際、特 に、ナポレオン1世 とナポレオンIII世の関係にも焦点を当てまし

た。ナポレオンIII世は突然現れてきたわけではあ りません。彼 自身の帝政復活

にかける意欲、大志、夢の現実が第二帝政であったのです。ナポレオンHI世 は

どのようにしてナポレオン1世 の意思を受 け継いでいったのか、にも考察のメ
i)

スを入れていきます。

通常ナポレオンというと、 フランス革命後の混乱 した時代を平定 したナポレ

オン1世 のことを指 します。彼 によって、第一帝政 という時代が開かれました。

しかし、ナポ レオ ンを考える場合、大切なことは、彼の時代だけで、 「ナポレオ

ンの時代」は終わ りをとげた とい うわけではないとい うことです。

ナポレオン1世 の志は、ある意味では夢半ばで途絶えて しまったといってよ

いかもしれ ません。そのナポレオン1世 の理想を受け継ぎ、彼の事業 を完成さ

せ ようという人物がいました。それがナポレオン1世 の甥であるナポレオンlll

世なのです。この人の力によって、フランス第二帝政が開かれました。そして、

彼はナポレオン1世 以上の業績をあげた、といわれています。 したがって、ナ

ポレオン1世 の時代 とナポレオンIII世の時代をあわせて 「ナポ レオン帝政」 と

ここでは呼ぶことにします。

この時代に、フランスは近代国家の基盤 を築 くことがで きたのです。逆にい

うと、2人 の 「ナポレオン」が出現 しなかったならば、フランスは、近代国家

としての力をつけるのが少々遅れていたかもしれません。2人 のナポレオンの

存在 は、近代 フランス国家の形成 にとって、 じつに大きなものがあった といっ

てよいで しょう。2人 のナポレオンは新時代を開 くために挑戦 を重ねていった

人物なのです。高い志をもち、理想実現の夢に燃え、不断の努力を怠らなかっ
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た、執念の人であったのです。以下、本稿でこの点を論証 していきます。

2.ナ ポ レオ ン1世 の生涯

まず、ナポ レオ ン1世 の生涯 を簡 単にみて お くこ とか ら始 めた い と思 い ます。

1769年 に ナポ レオ ンは コル シカ島 に生 まれ ま した。 ナポ レオ ンが20歳 の時、す

なわ ち1789年 に フラ ンス革命 が勃発 を しま した。1799年 、 フランス革命 か ら10

年 経 ってナポ レオ ンは クー デターを起 こ します。 これ を 「ブ リュメー ル18日 の

クーデ タ」 と言 い ます。彼 は政治 の実 権 を奪 い ます。第 一統領 とい う今 日で い

う大統領 職 に就任 します。 その5年 後、1804年 に彼 は皇帝 に就任 し、新 たな体

制 を開 きます。 これを 「第一帝政 」 といい ます。 それか ら10年 、ナ ポ レオ ンは

皇帝 の地位 にお りま したが、1814年 、彼 は 「諸 国民の戦争」 とい う戦争 に敗れ 、

皇帝 を退 位 します。 そ してエルバ 島 とい う島に流 され るのです が、 その 島か ら

再び兵 を起 こ し、翌年1815年 に皇帝 に復位 します。だが 「ワーテルローの戦 い」

イギ リスや プ ロイセ ンな ど対仏 同盟 国 を相手 に戦 い、 また も敗れ ま した。 その

結果 、大 西洋上 の絶海 の孤 島、セ ン ト ・ヘ レナ島へ流 されて しまい ます。 それ

か ら6年 後、1821年 、 この島で死 去 します。 享年51歳 で した。

3.フ ランス革命 とナポ レオ ン1世

z)

つぎに、ナポレオンとフランス革命の関係についてみておきたいと思います。

ナポレオンはコルシカ島に生まれ ました。父は弁護士で、貧乏貴族で した。 こ

の時代、貧乏貴族が出世するには軍人になるのが早道で した。父はナポ レオン

をフランスのブリエンヌというところにある幼年学校に入れます。 この幼年学

校 は将来の軍人を作る学校ですが、軍事の勉強ばか りをやっているわけであり

ません。歴史、数学、地理、国語、文学、あらゆる学問を叩き込 まれるのです。

ナポレオンは幼年学校時代、苛められっ子で、フランス語 もあま りよく出来

ません。 こういう境遇にあったためか、図書館に閉じこもって本ばか り読んで

いました。 その結果、ナポレオンは確かに当初はフランス語があま りよくで き

ませんで したが、猛烈な努力の結果、ギ リシャ ・ローマ時代の古典からフラン
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ス近代啓蒙時代のジャン ・ジャック ・ルソーなどの本まで、読破 していきまし

た。

ちなみに、当時の軍人 というのはいうまでもな く、国王のもとでの、国王の

ための軍人です。すなわち、王政 を支えるための支柱 なわけです。 ところが軍

人ナポレオンに大きな転機がおとつれました。それが1789年 のフランス革命だっ

たのです。

フランス革命 というのは、それまでの国王中心の社会、すなわち国王がいて、

その下に僧侶、貴族がいて、平民がいるとい う厳格な身分体制、封建的な絶対

王政 という体制に異論を唱えたものです。第三階級 というブルジョア階級が立

ち上がって王政を転覆させて しまう。すなわち、 これか らは国王が中心ではな

く、人間は生 まれながらにして自由であ り、平等であ り、友愛の理念 をもち、

人権 という感覚をもっていかなければいけないと主張するのです。その結果、

国王が支配するというようなピラミッド型の、いわゆる 「封建支配体制」、アン

シャン ・レジームはもはや時代遅れであると否定 し、王政を倒 してしまったの

です。 これがフランス革命です。

フランス革命が起 こった時、ナポレオンは軍人ですか ら、本来は、王政を支

持する立場だったのです。 しか し、 フランス革命勃発 とともに軍人の中も二つ

に分かれて しまいます。王政 を支持する派 と、王政は古い、体制を変えようと

いう派に分かれてしまうのです。ナポレオンはどちらを選んだのか。彼は迷 う

ことな く、後者を選びました。ナポレオンは、啓蒙思想の影響を強 く受けてい

たのです。そのため、王政はもう古い、これか らは 「自由」 「平等」 「友愛」 「人

権」 という理念に立脚 した国を作 るべきであるというわけです。ナポレオンは

王政のもとの軍人でありながら、革命派の軍人になって しまうのです。 これが

ナポレオンの人生の道を大 きく分けて しまうことにな りました。

したがって、 もしフランス革命がなければ、ナポレオンは平々凡々たる王政

のなかの一軍人 として終わって しまったか もしれません。 ところがフランス革

命が起 こって、革命派についたため、その革命派の中で、たちまち主導権 を握

る軍人へ となってい くのです。 もちろん、その間、さまざまな事情が働いてい

ましたが、 ここでは詳細は割愛 します。

1789年 にフランス革命が勃発 した後、1799年 の 「ブリュメール18日 のクーデ
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タ」まで、ナポレオンは10年 間の時間を必要とします。 これは何を意味 してい

るか というと、フランス革命によって王政を倒 し、 「自由」 「平等」「友愛」 「人

権」の理念に基づいた新 しい国家を作るといって も、そう簡単にはいかなかっ

たのです。

なんだかんだいって も、王政が長期間続いてきたわけですか ら、その王政 を

倒 し、.国王の首を切ったからといって、す ぐに新 しい政治、社会の安定、経済

の発展が見 られたわけではありません。革命 を起こした側 もいろいろと分裂 し、

もっと急進的に革命を推進 しようとか、あるいはもっとゆっ くりやろうとか、

いやその申間でいいのだとか、革命側が各派に分裂 して しまうのです。いわゆ

る 「急進派」、「穏健派」、「中道派」です。そのため、フランス革命後の社会は

大混乱に陥って しまいます。王政は悪かったが、ある意味では、王政を倒 した

フランス革命後の時代のほうが、もっと悪 くなって しまった、 という声があが

るほ どでした。

軍人ナポレオンはこうした社会の動向をずっと見ていて、 これではダメだ。

もうフランス革命を起 こした政治家たちに政治の実権を預けてお くわけにはい

かない。 「自分がやろう。自分が立つ しかない」、 とナポ レオ ンは決意 します。

そして、「ブリュメール18日 のクーデタ」を起 こして、それまで政治の実権を握っ

ていた革命派の政治家たちか らその権力を奪い取ってしまいます。そして自ら

が第一統領、すなわち大統領 という地位について、フランス革命の原理を守 り、

それに立脚 しながら社会を安定させ、国家を発展 させてい くために全力をあげ

ようとするのです。フランス革命 とナポレオンとい うのはこういう関係になっ
3)

ているのです。

したがって、繰 り返 しますが、 もしフランス革命が起 こらなかったならばナ

ポレオンは王政派の目立たない、一介の軍人で終わって しまったか もしれない。

しか し、 もしナポレオンがいなければ、 フランス革命は失敗 していたかもしれ

ません。政治 ・社会の秩序が乱れ、経済が混乱 し、再び昔の王政の時代に戻っ

て しまったかもしれないのです。それほどフランス革命はナポレオンによって

守 られ、革命が成功 した、 と言っても過言ではないのです。
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4.ナ ポ レオ ン1世 の業績

ナポレオンは、1799年 に政権を奪取 した後、どのような業績をあげたのでしょ

うか、主なものを見てい くことにします。

第1に 、「社会的な融和」を図 ります。すなわち、革命は社会に大きな亀裂を

招いて しまいました。 ブルジョア階級が立ちあがって、僧侶や貴族を弾圧 し、

農民に僧侶や貴族の土地を分け与えてしまいました。王政時代 には、国王、僧

侶、貴族、ブルジョアという階級間の身分差別はあ りましたが、各身分間でそ

れほど激 しい対立はあ りませんで した。階層的身分秩序が固定 していたのです。

ところが、フランス革命は、この身分秩序を打破するとともに、階級間に激 し

い対立をもたらして しまいました。ナポ レオンは、革命によって人々がお互い

に疑心暗鬼 となって対立 ・抗争を招 くという状況に終止符を打ちました。新 し

い社会秩序を構築 したのです。、人材の登用にあたっても、名門 とか貴族の出で

あるとか、大 ブルジョアジーの子 どもであるとか、そういう身分、出自で判断

するのではな く、あくまでも能力主義、功績主義で人 を用いました。

第2に 、ナポ レオンは 「社会の安定」を図 ります。前述 した とおり、フラン

ス革命によって社会は大混乱 して しまいます。その混乱 した社会体制、政治体

制、経済体制をナポレオンは安定させ るのです。ナポレオンは 「独裁者」であ

ると批判されます。それに対 して、ナポレオンは次のように反論 します。「世の

人々は私のことを独裁者 というであろう。で も、もし私がここで強い権力 を発

動 しなければ、世の中は混乱 し、革命は失敗に終わる。旧時代に戻ってしまう

であろう。 したがって、政治権力は、今は、強 くなければならないのである」、
の

と言います。た しかに、ナポレオンが権力を握った当初は、革命が王政を倒 し、

しかも倒 した革命派が分裂 して、「急進派」 「穏健派」「中道派」に分かれ、世の

中はバラバ ラで した。そうした混乱の世の中を立て直すためには、ある程度、

政治権力は強固である必要があったのです。

第3に 、 「宗教政策」です。ナポレオンは高い理想を掲げてお りましたが、打

つ手は非常に現実的でした。フランスのブルボン王朝時代、農民の75パ ーセン

トはカ トリック教徒で した。そしてカ トリック教会 と王政が結びついていたの

です。 「国王に忠誠を尽 くす ことが神に救われ ることである」、 と教えていたわ
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けです。それに対 して、フランス革命の革命派の人々は、そんなことはない、

国王に忠誠 を尽 くすから救われるなどということはあ りえない、 と言 って王政

を否定するとともにカ トリック教会をも拒否 して しまったのです。カ トリック

の信仰さえもとりあげようとしました。

こうした事態にナポレオンは考えます。農民の75パ ーセントが敬慶なカ トリッ

ク教徒である。 この農民に 「カ トリックの信仰 を捨てよ」「キリス ト教を信 じる

な」、ということはむ しろ非現実的である。ナポレオンは自らは信仰はもってお

りません。無神論者で した。 しか し彼は、宗教 というものが人心や社会を安定

させるうえで、非常に璽要なものであるということは認識 してお りました。「宗

教は、魂の休息であ り、希望であり、不幸な人々の頼みの綱である」、 と言って、
ロ

ナポレオンはカ トリックの信仰をしている人の信教の自由を認めたのです。

ただし、ブルボン王朝時代 とは違って、カ トリックは 「国教」 とは しない。

「フランス人の大多数の宗教」であるというように位置づけました。国教ではな

い、 としたのです。こうしてフランス人がキリス ト教を信ずること、 しか も当

時まだ少数派であったイスラム教を信ずること、ユダヤ教 を信ず ること、あら

ゆる宗教 を信ずることをナポレオ ンは認めたのです。そして、カ トリックを信

ずることを認めるか ら、 ローマ法王はナポレオンの共和国を正式に国家 として

承認 してもらいたい と要求 しました。 これを 「宗教協約」 といいます。これに

より、人々の精神的安定 と統一がはかられました。さらに、ナポレオンの政治

と宗教を分ける措置によって、フランスにおける政教分離の考え方の基礎が作

られ、それは近代国家の基本原則へと発展 していったのです。

第4に 、「民法典の編纂」です。民法は私たちの生活にとって重要な法律です。

財産関係、親子 ・親族関係な ど、私たちの私人間の契約を決める法律が民法で

あり、民法がきちっと定まっていないと人々の社会生活は混乱 して しまいます。

ナポレオンの時代以前にも民法はあ りましたが、地域によってまちまちで した。

その内容 も非常に封建的な、古いもので した。ナポレオンは、人々の人間関係

を安定 させることが社会に秩序をもたらすことになる。そのためには、フラン

ス革命の 「自由」 「平等」「人権」 という理念に基づいた新 しい民法典 を編纂す

ることが急務である、 と言ってこの事業に取 り組みます。

民法典が完成するまでに102回 の審議が行われました。ナポレオンは、57回 、
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その審議の会議に出席 して、2281条 か らなる 「フランス人の民法典」 とい う民

法典を制定 します。「宗教協約」 によって人々の精神面の安定を図 り、「民法典」

によって人々の世俗面での生活の安定を図 りました。 「宗教協約」 と 「民法典の

編纂」は、ナポレオンの業績の中でも特に光を放っているものです。

ちなみに、フランス民法典 は世界に大きな影響を与えました。イタリァ、オ

ランダな どヨーロッパ35力 国に、また中南米の35力 国の民法に、合計70力 国の

民法にこの民法典は影響を与 えたのです。日本では法律の文章 というと読みづ

らいですが、ナポレオンの民法典は非常に名文で して、文豪スタンダールは、

民法典をE1々 数 ヵ条ずつ読み、暗記 してお りました。自分の文体の手本にした

と言われております。 それ程、この民法典は各条文が名文でできているのです。

第5に 、 「行政機構の整備」です。ナポ レオンは、不可分の単一国家、フラン

スの新 しい国民共同体、 これを作るには行政 ・官僚機構をきちっと整備する必

要があるとい うを痛感 してお りました。 この行政 ・官僚機構のなかには、警察

機構の強化 も含まれます。ナポレオンは 「近代官僚制国家の生みの親」 とも言

われてお ります。 「ナポレオン時代ほど行政が強力で、仕事に熱心な時代はなかっ
ゆ

た」、 という評価が与えられるほどスムーズに国の行政がなされていったのです。

第6に 、「公教育の充実」です。王政時代の教育は、キリス ト教 と結びつき、

キ リス ト教の教義、教えを授けるというのがその中身で した。王政時代の教育

は、宗教教育 といってよいで しょう。ナポレオンはこの教育か らいわゆる宗教

的な内容を弱め、新たな共和主義的な 「公民教育」を行 うのです。その中味は、

人間の 「自由」、「平等」、「友愛」、「人権」 という理念を基に した ものです。特

に、国家を強固にするため、有能 な人材を育成することに主眼をそそぎます。

公教育施設 として小学校を作 り、特に中等教育、エ リー ト教育に力を入れます。

今 日でもフランスというと、エ リー ト教育の国として有名ですが、その基盤は、

革命時代からはじまりナポレオンによって強化 されます。「国家 を担い、国家を

発展 させ る碁盤は人材である」、 というのが、ナポレオンの信条で した。

第7に 、 「経済発展」があげられ ます。「経済発展」 といっても、ナポレオン

には順序がありました。 どうすれば経済発展するか。まず国家の 「財政jが しっ

か りしていること。国の財政基盤が確立 していないと経済発展の土台がもろく

なる。そして、国の財政 を安定 させるためには、金融が しっか りしていなくて
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はならない。そのためには、中央銀行 という銀行を作 る必要がある。中央銀行

を作って金融政策を確立 し、その上に国の財政基盤を安定させ ることが肝要で

ある。そのために大事なのが 「税制」です。革命はほとん どが税金をめぐる争

いが原因 となっていました。ナポレオンは公平 な税金の徴収の方法が人々に不

満を抱かせない重要なポイン トであるとして、税制の整備をしっか りとはか り

ます。 このように国の財政 ・税制制度の整備、中央銀行の確立を行なったうえ

で、産業の発展に力を入れます。

新規聖業には助成金を与 え、税金を還付 します。ナポレオンの時代には 「起

業」が、いろいろ生まれました。たとえば 「瓶詰め」、「電池」、「鉛箪」 らはナ

ポレオンが発明 させた ものです。特に新 しい発明には賞金を惜 しみな く与えま

した。

こうした うえに、ナポレオンは農業が大事であ り、国の発展の基盤 は農業に

あると位薗づけます。「農業、それは魂であり、帝国第一の基礎である」 という
7)

のです。農業の上に工 業や製造業が あ り、つぎに商業が ある とします。 「農」 「工」
8)

「商」 という順番をつけたのです。

E1本でも今、農業の見直 しということが盛んにいわれてお ります。 日本の場

合 は食糧自給率が40パ ーセン ト位 しかあ りません。私たちはフランス というと

パ リ、パ リがフランスだ と思って しまいますが、実 はパ リとい うのはある意味

ではフランスではないのです。パ リから一歩外に出ます と、 フランスは大農業

地帯です。日本の国土而積の1.5倍 くらいあ りまして、人口が日本の約半分です。

日本の人口は約1億3千 万人、フランスは約6千 万人です。 日本の国土はほと

んどがLI」ですが、 フランスは大部分が平地です。ですか ら日本 とフランスを農

地利用 という点か ら比べると段違いです。食糧自給率で もフランスはほぼ100

パーセン トです。むしろ輸出していると言って も過言ではありません。それほ

ど恵 まれた環境にあるのです。これでもナポレオンは、「帝国第一の基礎は農業

である」 と力説 しました。

さらに、ナポレオンは商業の発展を円滑に行 うために、いわゆる 「インフラ」

の整備 をはか ります。たとえば道路 を補修 した り運河を作ったり、港湾を整え

ます。商業発展のために必要な社会的な基盤整備を行ったのです。そうしてナ

ポ レオンは完全雇用 を達成 します。統計によります と、 フランス産業はナポレ
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9)

オンの時代に25パ ーセン ト成長 した といわれております。ナポレオンは後に誇
し　　

らしげに、 「フランスの産業を創造 したのは私である」と胸を張 ります。

第8に 、「公共事業の展開」です。公共事業、すなわち、道路 ・橋を作ったり、

港湾を整備 した り、運河を開いた り、また下水道を設 けたりするものです。 ま

た広 い意味では、病院 ・監獄 とかいうものの改善をはか ります。あるデータに

よると、ナポレオンの時代14年 間の公共事業 は、18世 紀100年 間のそれを上回

る、 という記録があ ります。そ して、 これも一種の公共事業 といえるか もしれ

ませんが、都市の整備、美化に全力をあげるのです。

ナポレオンは、ギ リシャ ・ローマ時代の古典を読み漁ってお りました。 ロー

マの街、これを世界で最も美 しい街 とナポレオンはみておりました。そのため、

ナポレオンはパ リをローマ以.ヒに美 しい街にしようということで、パ リに記念

碑を建てた り、凱旋門を作ろうとした り、ヴァンドーム広場に戦勝の記念柱を
n)

建てたりします。パ リを世界一の都市にするというのが、彼の夢で した。

ナポレオンは、以上のような事業を通 して、何 と言っていたかといいますと、

「私の政策 は多 くの人々が望むように人々に奉仕することである。それ こそが人

民主権の何たるかを示す方法である」、 と、語 りました。すなわち、 フランス革

命では 「人民主権」、「主権は人民にある」 ということがさけばれました。 この

人民主権は一体何を意味するか というと、 これは 「多 くの人が望むように人々

に奉仕することである。多 くの人々の期待に応 えるように多 くのことをやって

あげることである。これが人民主権を行使するということである」、とナポ レオ
iz)

ンは言って、今、のべてきたようなさまざまな事業を遂行 してきたのです。 こ

れ こそ、近代国家形成の基盤になる仕事だったのです。

なお、ここではあまり触れ られ ませんで したが、ナポレオン1世 は、エジプ

ト学 とい う学問を興 した り、ルーブル美術館 を整備 した り、チュイル リー宮殿

を改築 して美術館にたてかえた りと、学問や文化の発展にも大 きな寄与をして

きたのです。

以上、ナポレオンがフランス革命以後、どういうことをやって政治の安定、

社会の発展を期 したか、 ということを述べてまいりましたが、これだけの衷業

をみてもお分か りのように、彼は戦争をした、あるいは独裁制をしいた、 とい

うのは、あ くまで も一つの側面です。ナポレオンの別な面は、そうした戦争 と
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か独裁 とかという側面 よりもはるかに大 きく、世の中を安定 させ、経済を大 き

く発展させた ところにあります。 こちらのほうに彼 は全力を注いだのです。

ナポレオンはフランス革命の混乱の中か ら大きく飛躍 し、飛翔 し、そして 「あ

のナポレオンが」 と人々に思わせるような事業を次 ぎか ら次 ぎへ と行 っていっ

たのです。 しか も、彼 は子 ども時代は病弱で した。その病弱なナポレオンが青

年か ら大人になってい くにしたがって、様々な仕事をしてい くなかで、身体 も

だんだん と頑健になっていきます。 フランス語 も話せなかったナポレオンは、

書物を読み漁 り、学校 の成績は良 くあ りませんで したが、勉強 という面では誰

よりも努力 しました。その結果、 フランス人以上にフランス語を上手に話すよ

うになってい く。 また、 フランス人以上にフランス という国家を愛 し、フラン

スを近代国家にとしたてあげていきます。

ナポレオンという人をみて、意外だと思 うことが3つ あ ります。一つは、ナ

ポレオンは最初から偉大な軍人や政治家ではなかったということ。 これはじつ

に意外です。最初 は苛められっ子で、目立たない平凡な軍人で した。二つに、

ナポレオンの偉大な業績は何百年、何千年 もかけて行われたわけではなかった

ということ。わずか十数年間の仕事であったということです。 これはすごいこ

とだ と思うます。三つに、ナポレオンを後世にまで有名に しているのは、む し

ろ戦闘や独裁 ということよりも、彼の前述 した数々の政治 ・社会 ・文化的業績

が後々まで彼の名前を残 していったとい うことです。 この点を強調 しておきた

いと思います。ナポレオンを単なる軍人、独裁者 として見る見方は誤解を招 く

といってよいでしょう。新 しい視点が必要なのです。それは、ナポレオ ン1世

の数々の業績 こそ、近代 フランス国家形成の土台を築いた といえるのです。

5.ナ ポ レオ ン1世 後の世界

ナポレオン1世 がイギリス、プロシヤ との戦争に敗れ、セン ト・ヘレナ島に

流されたあ と、 フランスの政治はどうなったので しょうか。それは、既に知 ら

れているように王政が復活 したのです。復古王政、七月王政 と続きます。だが、

フランス革命 の残 した遺産は消えず、再び王政が倒れ、共和政(第 二共和政)

が誕生 します。 しかし、その共和政の時代は短 く、1852年 には帝政(第 二帝政)
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が出現 します。 このあたりの歴史の流れは、絶対王政か らフランス革命、第一

共和政、そ して第一帝政の誕生 という過程 とよく似ています。すなわち、フラ

ンスは、王政、共和政、帝政 という政治体制の変化を同じサイクルで二回繰 り

返すのです。

歴史の流れをなぞってみれば、以上の とおりですが、 しか し、歴史を動かす

主体は人間であるという観点か らみると、 このような歴史の歯車を動かす原動

力のひとつになっていたのは、ボナパル トー族であったとい うことが見て取れ

ます。すなわち、ボナパル ト家の再興を願 うナポレオン1世 の甥ルイ ・ナポレ

オン ・ボナパル トの意思が強 く動いていたのです。何 として も伯父であるナポ

レオン1世 の夢を再現 して見せる。帝政の復活を果たす、との彼の強い執念が

歴史を大 きく動か したのです。そ して、それは実現 しました。1852年 、フラン

スに第二帝政が誕生 したのです。

以下、ナポ レオン1世 の夢、構想を再現 した男、ルイ ・ナポレオン ・ボナパ

ル ト(後 のナポレオンIII世)の 生涯、業績に話を移 してい くことに します。

6.ナ ポ レオ ン1世 の 目標

ナポ レオン1世 の目標、夢、大志 とは、何だったのでしょうか。 この点を確

認 しておきたい と思います。

第1に 、 「政治の安定 と経済の発展」です。フランス革命後の混乱 した政治を

安定させ、経済を発展 させ る。それを、革命の理念 に立脚 した うえでな しとげ

る。特にナポレオンの前には、イギリスが立ちはだかってお りました。イギリ

スは、17世 紀にはすでに産業革命に成功 し、稀にみる経済的な発展 をとげてお

りました。フランスはそれから遅れること約100年 。なん とかイギリスの経済発

展に追いつき追い越せ ということで、ナポレオン1世 は全力をあげるわけです。

それを彼はフランスの政治を安定させたうえで行ない、フランスを近代的な国

民国家へ と完成 させていこうとするのです。 これがナポレオン1世 の第1の 目

標で した。

第2に 、「ヨーロッパの統一」です。ナポ レオン1世 には、子供の頃、フラン

ス語ができない というコンプレックスがあ り、それだけに彼 は図書館 に閉 じこ



ナポレオン帝政と近代フランス国家の形成 87

も6て 古今東 西の、特 に古典 を読 み漁 るので した。 その結果 ナポ レオ ンには、

ハ ンニバ ル、 ジュ リアス ・シーザー、 ア レキサ ンダー、 フ リー ドリッヒ大 王の

ことが脳裏 に焼 きつ きます。 これ らの人 々は、言 うまで もな く、世界 的な英雄

であ り、世界 を一 つに統一 しよう とした人 た ちで した。 そ うした先人 の理想 を

受 け継いで、 ナポ レオ ン1世 は、 「ヨー ロッパが この よ うに小 さな国に分かれ て

いては何 も偉大 な ことはで きない。 ヨー ロッパは一 つにな るべ きだ。一つ の ヨー
ia)

ロッパ帝国をつ くらなければならない」、こういう理想を抱 くようになってまい

ります。彼の言葉を聞きますと、た とえば次ぎのように言ってお ります。

「私は後世を目指 してのみ生きています、基礎を築 くために努力 しています。

私は一つの立派な行政組織を打ち立てたいのです。私は確信 していますが、
14)

必ずいつの日にか、『西洋帝国』がふたたび生まれるのが見られるで しょう。」

このようにナポレオンは西洋帝国の建設 ということを言 うのです。 また彼は

次ぎのように言います。

「私はもっと高い思想にあこがれていた。私は国内の諸々の党派を融和させ

ていたの と同じ様 に、 ヨーロッパの諸国の大 きな利害の融和を準備 しよう
is>

と思 って いた。」

ナポ レオ ンは フランス 国内の いろい ろな党派 を融和 させ 、一つ の国家 として

ま とめ よう としました。 それ と1司じようにヨー ロッパ のい ろい ろな国々 を統一

し、一 つの ヨーロ ッパ として ま とめたい とい う理 想 を もってい たのです。 その

ヨー ロ ッパ において共通 の通 貨、共通 の度量衡 、共通 の言語 、 そ うい うものが

用 い られ るな らば、 ヨー ロッパ はさ らに発展 す るで あろ うとい う考 え を懐 いて

お りま した。

ヨーロ ッパの統一 という考え方は、古 くはジュ リアス ・シーザーの時代に ロー

マ帝 国が ヨー ロ ッパ とい う地 域 を手 中に収 めた頃か らあ り、 その後 も、何 かの

折 に ヨー ロ ッパ を一つの 国家 に、 とい う理想 は消 えて は現 われ、現 われ ては消

えた り して お りま した。 ナポ レオ ン1世 もその構 想 を懐 いて いた一 人で して、

ヨー ロッパの統一 とい うことを念願 に して い ました。

以来約200年 経 ち、EUと い うヨー ロッパ連合が、27力 国か らな る一つの共同

体組織 と して完成 しつつ あ るこ とを考 える と、ナ ポ レオ ンた ちの夢 が、今実 現

しよ うと して い るとい う思 い を深 く致 します。
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第3に 、ヨーロッパの統一だけにとどまらず、 「東西両文明の融合」 というこ

とをがあげられます。アレキサンダー大王が西洋 と東洋の統合をなそうとした

ように、ナポレオン1世 もヨーロッパを統一 した後、東洋 と西洋を結びつけよ

うとい う壮大な計画を練っていたのです。 この点について、彼の言葉を引用い

たします と、次のようなものがあ ります。

「このちっぽけなヨーロッパではたい した栄光は期待できない。オ リエント
　の

に行かなければいけない。オ リエ ントこそ、あらゆる栄光の源泉だ。」

ナポレオンがいう 「オ リエント」 とは、現在でいえば中近東あた りのことで

あ りますが、彼の意図のなかには中近東を越えて、さらにイン ド、中国への道

とい うものがあったのです。ナポ レオンは、セ ント・ヘ レナ島に流 されていた

時、お付 きの者に自分の人生のこれまでを振 り返って話をいた します。そのお

付きの人はナポレオンの話をいわゆる口述筆記 して残 します。そのなかに次 ぎ

のような箇所があります。

「皇帝は、特にアジアに注意を向けられた。ロシアの政治状況や、同国がイ

ン ドや中国にまで企てることの容易 さ。それに関 してイギ リス人が抱いて

いるにちがいない不安。(中 略)皇 帝は、 これ らの点のほとん どに関 し、き
n)

わめて貴重な詳述 を加えられた。」

このようにナポレオンには、オリエントからイン ドへ、インドから中国へ と、

アジアへの思いをはせるのです。そして、アジアと、 ヨーロッパを結びつける

とい う構想 を懐 くのです。 また付き人の証言を聞いてみましょう。

「っいで皇帝は、そのシリア遠征に触れ、そしてエジプ ト遠征の主要な目的

として、オリエン トの全局面を変 えイン ドに新 しい運命を与え うる革命を

導 きつつ、世界の4つ の部分でのイギリスの勢力を くじくとい うことに置
IS)

かれ た。」

この ようにナポ レオ ン1世 はシ リアか らエジ プ トへ と思 いを馳 せ ます。 その

目的 は何 か。 エジ プ トの先 に あるイ ン ド ・中国、 こ うした アジアの地域 とヨー

ロ ッパ をイ ギ リス に先駆 けて結 びつ ける。 こうい う構想 を彼 は もって いた と、

セ ン ト ・ヘ レナ島で語 ってい るのです。

この よ うに 「ナ ポ レオ ン1世 の 目標 」 は、 フランスの政治 の安 定 と経 済の発

展、 また、 フ ランスー 国の こ とだ けで はな くヨーロ ッパの統一 、 さ らに、 ヨー
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ロ ッパ の こ とだけで はな く、東西両 文明 を融合 させ る とい う、壮大 な夢 ともい

うべ きもの と結 び付 いていたので す。

ナポ レオ ン1世 は、 ワーテル ローの戦 いに破 れ、セ ン ト ・ヘ レナ島 に流 され

てか らが凄 いのです。 セ ン ト ・ヘ レナ島 とい う大西洋 の絶海の孤 島で、 イギ リ

ス軍 の監 視下 に置 かれ ます。 それ でナ ポ レオ ン1世 はすべて負 けたわ けではあ

りませ んで した。 セ ン ト ・ヘ レナ島に流 され る船上か ら、彼 は自分 自身 の これ

まで の人生 を振 り返 って、 これ まで 自分がや って きた ことを記述 し始め ます。

そ して、 これ か ら自分 がや ろ うとす る計画 も語 って い く。 それ をナポ レオ ンの

付 き人 、 ラス ・カーズ とい う人が 、筆 記す るのです。 それ は、 す ぐに本 になっ

て あ らわれ ます。 『セ ン トeヘ レナ覚書』 とい う本 です。 ナポ レオ ンが セ ン ト・

ヘ レナに流 されて いる時 か ら、 その本 はフ ランスや ヨー ロッパ に出回 ってい き

ます。 それを読 んだ多 くの人 は、 「ナ ポ レオ ンは こんな こ とを考 えていたのか」、

「この ような理想 を懐 いていたのか」 と理解 し
、それはやがてナ ポ レオ ンへの共

感 に変 わ って い きます。

この 『セ ン ト=ヘ レナ覚 書』 とい う本が べ一ス となって、やが て 「ナ ポ レオ

ン伝説 」 とい うものが生 まれ ます。 そ して19世 紀 は、 この 「ナポ レオ ン伝 説」

が全 ヨー ロッパ に広 ま りまして、特 にス タンダール とか ヴ ィク トル ・ユ ゴー と

か、 い う人 たちがナポ レオ ンを恋 い慕 うのです。 「ナポ レオ ンは凄か った」、 「ナ

ポ レオ ンは偉大 であ った」、 「ナ ポ レオ ンはロマ ンで あった」 と絶賛 します。 文

豪た ちはナ ポ レオ ンを偲 び、彼 をテーマ に文学 作品 を書 いてい きます。 それが

19世 紀 中 に 「ナポ レオ ン伝説 」に輪 をかけ 「ナ ポ レオ ン、恋 しや」 との人々 の

気分 を高 揚 させ てい くのです。 こ うした時代 の気風 が、後 にお話 す るナ ポ レオ

ンm世 の 台頭 に大 きな影響 を与 えて まい ります。強 い基盤 になってい くのです。

こ う考 える と、ナポ レオ ン1世 の戦 には刮 目すべ きものが あ ります。セ ン ト・

ヘ レナ島に流 され るまで の彼 の戦 いに も凄 い ものが あ りま したが、流 されて か

らもなおす さま じい。 彼は、セ ン ト・ヘ レナ島で じっ としていたわけではな く、

口述筆記で本 を編 み出 し、 それ をフ ランスをは じめ全 ヨー ロ ッパ に広 めてい く。

そ して、 自分 の思想 で世界 を席 巻 して い く。 こ うい う戦 いを展開 したのです。
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7.ナ ポ レオ ン1世 の遺訓

こうしたなかでナポレオン1世 が後世の人に残 した遺訓、 とくに自分の後 を

継 ぐ人のためにどういう遺訓 を託 したのか。 これには、大 きく3つ あります。
19)

第1に 、「未来は知性であ り、産業であり、平和である」 ということです。こ

れは有名な言葉です。ナポレオン1世 は、確かに自分の時代は戦争であった。

戦いであった。 しか し、 これか らの時代 というのは、知性であり、すなわち学

問であ り、文化であ り、そ して産業であり、経済であ り、また平和であると。

これがナポレオン1世 の残 した第1の 遺訓です。これからは戦争を してはいけ

ない。 これか ら大事なことは知性であ り、学問が大事である。 また産業を興 し

てい く経済 というものが人間の生活の一切の基盤である。そして平和である。

平和であるということが、経済を発展 させるためにも、学問を興 してい くため

にも不可決の要件である。自分の跡 を継 ぐ者は、 これを一つの大 きな命題 にせ

よと、ナポレオンは遺言 します。

第2に 、 「イギリス とは戦わない」 「イギリスを敵に してはいけない」 という
ゆ

ことです。 ナポ レオ ンの生涯 は、 あ る意味 で はイ ギ リス との競 争で した。イ ギ

リス との戦争 で した。 イ ギ リス との覇権争 いで した。 イ ギ リス に何 として も負

けた くな い。 イ ギ リスに追 いつ き追 い越 したい。 これがナ ポ レオ ンの 目標で し

た。最 後 は、イ ギ リスに、 ワーテル ローの戦 いで あの ウェ リン トン将軍 に敗れ

て しまいます。 ナポ レオ ンはその教訓か ら、 「イ ギ リス と戦 って はい けない」、

「イギ リスは絶対 に敵 に してはいけない」、 とい うのです。彼 は次 ぎの ように言 っ

てお ります。

「イギ リス と仲 よ くや ってい くために は、 どん な代償 を払 って もイ ギ リスの

商業上 の利益 を促進 しなけれ ばな らない。 この必 然か らは2つ の結 果が 出

て くる、す なわち、イ ギ リス と戦 うか、で なけれ ば世界 の通商 をイギ リス
'ti)

と共有するか。今E1可 能なのはこの第2の 条件のみである。」

これからの時代は、イギリス と通商上の利益を分 け合わなければならない。

イギリスと戦 うか、それ とも世界の通商をイギリス と共有するか、どちらかで

ある。可能なのはイギ リスと通商上の利益 を共有することである。イギリスと

は共存する。これがナポ レオン1世 の2番 目の遺訓で した。
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第3番 に、「革命の原理を守れ」 ということです。フランス革命の原理である

「自由」「平等」「友愛」 「人権」、この4つ を守 らなければいけないとナポレオン

1世 は強調するのです。彼の言葉を引用すると、次ぎのようにな ります。

「私は死に瀕 しつつあった革命を救い、革命の罪悪を洗い清め、栄光に輝 く

ものとして革命 を世界に示 した。私は、フランス とヨーロッパ とに新 しい

思想を植 えつけた。それらの思想は到底あとへは戻 らないであろう。私の
'L't)

息子は私が蒔いた一切のものを花咲かせんことを。」

すなわち、「私の息子 よ、私の跡を継 ぐ者よ。 この革命の原理、そして革命が

もた らした様々な罪悪を私は全部洗い清め、守ったのだ。 このフランス革命の

原理 というものは、これか らの時代の潮流であり、絶対に後戻 りさせてはなら

ない」。王政を復活させた り、封建制度を再び蘇らせた り、人権を無視 した り、

そういうことをしてはな らない。フランス革命の原理 というものを絶対に守っ

ていけと、ナポ レオン1世 は厳命するのです。

ナポレオン1世 の遺訓 はいろいろありますが、主要 なものはこの3つ です。

これを後 に、甥のナポレオンIII世が受け継いでい くことにな ります。 「これか ら

の時代は知性であり、産業であ り、平和である」、「イギ リスとは戦ってはいけ

ない」、そして 「革命の原理を後退させてはならない」 と、ナポレオン1世 は残

すのです。

なお、ナポレオン1世 の遺訓で、興味深いものを、あ と3点 、紹介 しておき

ましょう。

第1に 、 「英語を学ばなければいけない」 ということです。ナポレオンi世 は、

「英語を学べ」 ということを強調 します。彼はセント・ヘレナ島に流されて、そ

こで 自分の人生を見つめ直 し考え直 しますが、そのなかで彼は 「英語を学ばな

ければいけない」 ということを痛感 します。

ナポレオン1世 は、ブリエンヌの幼年学校時代、陸軍士官学校時代、青年期

を通 じて懸命に勉強をします。特に数学 と地理は得意で した。 しかし、ただや

らなかったことは英語、これを学ばなかったのです。 と言いますのは、彼にとっ

ては、まず、フランス語をものにすることが第1で したし、また、当時、16世

紀、17世 紀、18世 紀の時代はヨーロッパにおいてはフランス語が公用語 と言っ

ても良いくらい、 フランス語が外交用語になってお りました。 フランス語が中
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心だったのです。 したがって、英語などは、イギリス人が話す、ちっぽけな島

国の言語で しかなかったのです。ですか ら、ナポレオン1世 がその絶頂期を極

めていた ときは英語 を勉強 しようなどとは夢にも考えてお りませんで した。

しかし、イギリス と戦って、イギリスに敗れて、そ してセン ト・ヘ レナ島に

流されて、これからの時代の行 く末を考えると、彼は 「これからは英語である」、

「英語を学ばなければいけない」 とい うことに気がつきます。そのことを 『セン

ト=ヘ レナ覚書』か ら引用 してみ ます。

「皇帝は、きわめて規則的に、ご自分の仕事にかかっておられた。英語は彼
zs)

に とって重要 な事柄 にな って いた。」1816年1月28日 の 日記 です。

また1月16日 付 けの 日記 には、ナ ポ レオ ンが次 ぎの ように言 った と書 かれ て

お ります。

「皇帝 は
、不意 に、英語 が まだ読 めないの は恥 ずか しい、 と言 われた。(中

24)

略)数 学は皇帝が とてもお好 きな領域であ り、お得意その ものである。」

さらに1816年1月17日 の 日記には、

「今日、皇帝は最初の英語の レッスンを受 けられた。私の第一の目的は、彼
25)

(ナポレオン)に 新聞をすみやかに読めるようになっていただ く」ことであっ

た、 と書かれてあります。セ ント・ヘレナ島に流 された とき、ナポレオン

1世 は、 「これからの時代は英語である」、「英語がで きなければだめだ」、

と痛切 に感 じるのです。

第2に 、 「中国が動 く時、世界 は変わる」、 とナポレオン1世 が認識 していた

ことです。人類の文明は、いわゆる黄河文明 とかインダス文明 とかナイル文明

とかがあ りますが、中国文明がもたらしたものは非常に大きいものです。火薬、

文字、印刷術、羅針盤を発明 したのが中国なのは有名な話です。中国はもとも

と人類の文明発祥の重要な地だったのです。

その後 中国は、ヨーロッパの発展に遅れ、近代においてはヨーロッパ諸国に

攻められて、「眠れる獅子」 と言われた清国が敗れた りしました。 しか し、 もと

もとは、中国は人類の文化 ・文明の先駆を切 っていたのです。 ナポレオン1世

は、古今東西の文献を読み、インド・中国の潜在力を見ぬいていました。それ

だけに彼は、「中国を眠らせておけ。 目を覚ました ら世界を震憾 させ るはずだか
26)

ら」 といってお りました。彼は、中国が世界を動かす時が再び くることを予見
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していた のです。

第3に 、琉 球 につ いてです。 ナポ レオ ン1世 がE1本 とい う国につ いて、 どの

程度 認識 していたか はわか りませ ん。た だ、琉 球、沖縄 につ いては知 って いま

した。 それ は、彼 がセ ン ト ・ヘ レナ島 に流 されて いる ときに知 ったので す。実

は、 セ ン ト ・ヘ レナ 島 とい うのは、 アフ リカか ら遠 く離れた北大 西洋上 の孤 島

なのですが、昔 は航海 す る船が たち寄 る場 だったので す。 今で こそ本当 に辺 鄙

な島 とな って しまい ま したが、飛行機 が出現 す る以前 、船 が航海 す る ときはい

つ もセ ン ト ・ヘ レナ島 に よって水や食 糧 を補給 した りして、結構栄 えて いたの

です。ナ ポ レオ ン1世 がセ ン ト・ヘ レナ島にいた ときに、 すでに数100人 の 中国

人が そ こで働 いていた とい う記録が あ ります。 昔はセ ン ト ・ヘ レナ島 は交通 の

要所 だった といって もよいで しょ う。 そ こにあ る時、 イギ リスの ライナ ー号 と

い う船 の艦長 ベ イジー フォール とい う人 が立 ち寄 るんで す。 そ してナポ レオン

に会 いたい、 と申 し出 ます。 ナポ レオ ン1世 はベイジ ーフ ォール に会 い ます。

艦長 か らナポ レオ ン1世 は何 を聞 いたか。 そのや り取 りを記 した本 があ ります
　

ので、 そ こを紹介 したい と思 い ます。

「1817年8月17日 午 後2時
。 ナポ レオ ンがベイ ジー フォールに会 いた い と

言 って くる。 ベイジー フォール はナポ レオ ン と会見 す る。 部屋 に入 る とナ

ポ レオ ンは暖炉 の前に立 って、 自分 の手で頭 を支 え、肘 を暖炉の柵 にか け

ていた。 ナポ レオ ンの最初の質問 は 『そなたの名前 は?』 とい うもので あっ

た。 私がお答 えす ると、『あ あ、 そなたの父 を私は よ く知 ってい る。 そなた

の父 は私が最初 に会 ったイギ リス人であ った。 …』。 そ して ベイジー フォー

ルは 『琉 球の人々 は武器 を持 ってお りません』、 こう言 った時 にナポ レオ ン

は 『な に、武 器が少 しもな いって?つ ま り大 砲 もな く、彼 らは小銃 す ら

持 ってい ないのか?』 。 『持 ってお りません。 マス ケ ッ ト銃 さえ持 って お り

ませ ん、 と私 は答 えた。』 『そ うか。槍 もない、 弓もない、 とい うの は本 当

か?』 。私 はナ ポ レオ ンに 『どれ もこれ もござい ませ ん』 と答 える。 『短 刀

もないのか?』 と声 を高 くして ナポ レオ ンは叫んだ。 『はい』。 『しか しだ』

とナポ レオ ンは拳 を握 りなが ら叫 んだ。 そ してその声 を ます ます高 く上 げ

て、 『武 器が無 くて一体 どうや って戦 うのだ』。 私 は、 『私が知 る限 りで 申 し

上 げ ます と、琉球 の人々 は戦争 を した ことが あ りません』。 ナポ レオ ンは、
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『な に、戦争 がない と?』 、 まるで軽蔑 す るか の ような、 また信用 で きない

ような表情 を して叫んだ。『この太 陽の下で、戦争 を知 らな い人間が い よう

とは、 とんで もない異例 の こ とで あ る。 ヨーロ ッパ の ことを彼 らは知 って

いるのか?』 。『い え、琉球 の人 は ヨー ロッパ の こ とは知 りませ ん。 フラ ン

ス の こともイ ギ リスの ことも知 らないので す。 陛下 の ことを聞 いた こ とも
'Ltl)

ないと思います』。ナポレオ ンはそれを聞いて、心か ら大笑いをされた。」

こういうや りとりです。

琉球には武器がない。そこの人は戦わない。琉球の人は外交上、人 との付き

合いが大変に上手かった。 こういうことが この一節か らわかるのです。 ともあ

れ、この話にナポレオンは大変にショックを受けたようで、琉球へ是非 とも行っ

てみたい、戦争のないその地を是非訪れてみたいものだ、 とナポレオンは回顧

するのです。

以上、興味深いと思われる3点 を紹介 しました。 「英語を学ばなければならな

い」、「中国が動 く時、世界は変わる」、 「琉球には武器がない」。こうい う問題は、

現代社会を考えるうえにおいても大変に参考になるのではないかと思われます。

ともあれ、ナポレオンはこうしてセント・ヘ レナ島でその生涯を終えるので

すが、 しか し、彼の持っていた力 というのは非常に大きなものがあ りました。

とくに意志の強さです。ナポレオ ン1世 の意志の強さは他の何人にも代えがた

いものがありました。彼自身、 「私は大きな逆運にも負けないように生まれつい
'L9)

た と思 う。数々の逆運 に遭 って も私の魂 は大理 石のよ うに堅 かった」、 と言 って、
so

生 きなが らに して の死 とい うもの を非常 に嫌 ったのです。彼 は、 「それ に して も

私 の生涯 は、なん とい うロマ ンであ ろ うか」、 と述懐 します。

8.ナ ポ レオン皿世の生涯

ナ ポ レオ ン1世 は、1821年 、 セ ン ト ・ヘ レナ島で亡 くな ります。 ナポ レオ ン

1世 には一人 の子 どもが お りま した。最初 はジ ョゼ フ ィー ヌ とい う女性 と結婚

す るのですが 、彼 女 との間で は子 どもがで き ませんで した。 ただジ ョゼ フィー

ヌにはオル タ ンス とい う女の子 と男の子 の二人の連れ子 が お りま した。 ナ ポ レ

オン1世 は、 自分 とジ ョゼ フィー ヌ との間に子 どもが生 まれな い、 それ は自分
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の身体 に欠陥が あ るのだ ろ うと半 ばあ きらめて お りま した。 ところが 彼がポ ー

ラン ドに行 った時 、あ る貴族 の婦人 と一 夜 を共 に します。 す ると、 その婦 人 と

の間 に子 どもが生 まれたの です。 そこで ナポ レオ ン1世 は、 自分 に も子 どもを

つ くる能力 があ る とい うこ とに気づ きます。 す る と、なん として も自分 の本当

の子 どもが欲 しい、 とい う気 持が高 ま りジ ョゼ フィー ヌを離婚 して しまいます。

そ して、オ ース トリア皇帝 の娘 マ リー ・ルイーズ と結婚 します。 その結果 、彼

女 との間 に本 当の 自分 の子 どもが生 まれ、彼 がナポ レオ ンII世 にな ります。

ところが、 ナポ レオ ンII世 は、残念 な ことに、21歳 の時 に肺炎 に罹 って亡 く

なって しまうのです。ナポ レオ ン1世 のたった一人の本当の子 どもはいな くなっ

て しまい ます。 す る とボナパル ト家 はナ ポ レオ ン1世 の兄 弟の誰 かが継が なけ

れ ばな らな くな ります。 しか し、 ナポ レオ ン1世 がセ ン ト ・ヘ レナ島に流 され

た後、 フラ ンスでは王政 が復活 し、 「ボナパル ト家追放令」 が出 され ます。 すな

わち、 ボナパル ト家 の一族 は皆 フラ ンスか ら出 ていかな けれ ばな らない。 ナポ

レオ ンの一族 は一掃 されて しま うので す。 ボ ナパ ル トー族 は ヨー ロ ッパ各 地 を

転 々 とする身に なって しまい、 ボナパル ト家 を継 ぐと宣言す るもの はいな くな

りま した。

その中で、ナ ポ レオ ン1世 の弟 にルイ とい う人物 がお りますが、 この ルイ と、

ナポ レオ ン1世 の最初 の妻 ジ ョゼ フィー ヌの連 れ子 の女 の子 オル タンスが結婚

します。 そ して子 どもが生 まれ る。 これがル イ ・ナポ レオ ン ・ボナパル トであ

り、 ナポ レオ ン1世 の甥 にな ります。前 述 しました よ うにナポ レオ ン1世 の本

当の子 ども、ナ ポ レオ ン1[世 は、肺炎 で21歳 の時に亡 くなって しまい ます ので

後継者 がいな くな るよ うに思 え ま した。 しか し、 ナポ レオ ン1世 の甥 であ るル

イ ・ナポ レオ ン ・ボナパ ル トがナ ポ レオ ン1世 のや り残 した ことを実現 す るた

めに、起 きあが ります。彼が 、実質的 なナポ レオ ン1世 の後継 者 にな るこ とを

決意す るのです。

ここか ら、ルイ ・ナポ レオン ・ボ ナパ ル ト、す なわちナ ポ レオ ンlll世 の 生涯

を概 観 してみ たい と思い ます。彼 は1808年 パ リに生 まれ ます。ナ ポ レオ ンi世

の弟 ルイ とナポ レオ ン1世 の最初 の妻 ジ ョゼ フィーヌの連 れ子 オル タンス との

間 に生 まれ ま した。 そ して1815年 、 ナポ レオ ン1世 が ワーテル ローの戦 いに敗

れ、 フ ランス を追 われ ます。 続 いて、ボナパ ル トー家 も、 追放令 に よって フラ
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ンスにいられな くな り、スイス、 ドイツなどを転々とします。ルイ ・ナポ レオ

ン ・ボナパル トも例外ではあ りませんで した。 しかし、彼は各地を転々 としな

が らも、つねにひ とつの決意を胸に秘めていました。 それは、何 としてもナポ

レオン1世 の意志を継いで、フランスに帝政 を興そう、ナポレオンの時代を復

活させようとい う強い願望、夢であ りました。

そ して1836年 、ス トラスブールというところでナポレオン1世 の姿、格好を

して、その地のフランス軍の駐屯部隊に入って 「ナポレオン万歳!皇 帝万歳1」

とさけぶのです。軍隊にナポレオン時代 を想起 させ、決起を促が したのです。

ところが軍隊は全 く動かず、遂に 「何だこの気の狂った男は」、 というわけでル

イ ・ナポレオン ・ボナパル トは捕 まってしまいます。そしてフランスを追われ、

彼はアメ リカに渡 り、そこからヨーロッパを転々 とします。 ところが、彼は諦

めることな く、1840年 に、今度はブーローニュというところで再びまた蜂起す

るのです。 これもス トラスブールの蒔 と同じように、ナポレオン1世 の軍服を

着て駐屯軍の中に入って 「ナポレオン万歳!ナ ポレオン万歳!」 とさけびま

す。 しか し、それも失敗に終わ り、また捕 まって しまいます。そ して、アンと

いう牢獄に入れられます。彼は獄中で猛勉強をし、機を うかがって、そこを脱

出 します。1846年 、彼 はイギリスに亡命 します。

彼がイギリスに亡命 して2年 後の1848年 、フランスで突然 「2月革命」が勃

発 します。その頃のフランスは、「七月王政」 というオルレアン家の王様が統治

する王政になっていました。そのオルレアン家の支配に対する人々の不満が高

じ、「2月革命」 という形になって人々が立ちあがったのです。その結果、オル

レアン家の 「七月王政」は倒され、 「第二共和政」 という共和国が生まれます。

王政が倒れて共和政になったわけですから、さっそ く共和国の議会、議員、大

統領を選挙で選ばなければならなりました。

当時のフランスの選挙法ではボナパル ト家のものであって も立候補できるよ

うになったのです。その結果ルイ ・ナポレオン ・ボナパル トは、イギリスか ら

国民議会の議員に立候補 し、当選 して しまいます。だが彼は、野心をもってい

るのではないか という疑惑を懸念 して、その当選を辞退 します。でも、その後

国民議会の補欠選挙が行われますが、それに立候補 しまた当選 してしまいます。

今度は、それを受け入れ、彼はフランスに戻ってきます。
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そうした折、いよいよ1848年12月 に共和国の大統領を選ぶ選挙が行われるこ

とになります。その選挙に、ルイ ・ナポレオン ・ボナパル トは挑戦 します。そ

の結果、彼は思いもかけず大統領 に当選 して しまいます。彼が亡命の身か ら、

何故一転 して、フランス共和国大統領になれたのか。これにはもちろん彼 自身

の 「ボナパル ト家再興」にかける強い思い、決意が働 いていた ことは事実です。

しか し、それ と同時に、客観的条件 も作動 しておりました。 といいますのは、

先ほ どもお話 した ように、ナポレオン1世 没後 フランスおよびヨーロッパでは

「ナポレオン伝説」 という、「ナポ レオン恋 しや、チポレオン恋 しや」の声や、

「ナポレオンならばどうするか」、 といったような風潮が高まっておりました。

とくに、七月王政はその体制を強化するために 「ナポレオン伝説」を利用 しま

した。その結果、ナポレオンを敬慕する人々の気持は最高潮に盛 り上が りまし

た。そうした中で、ルイ ・ナポレオン ・ボナパル トの存在が段々 と知 られるよ

うになって、彼こそがナポレオン1世 の後継者である、その期待が噴出 して く

るようになりました。彼に託 して、ナポレオン1世 の夢 を再現 しよう、との人々

の気持が高揚 したのです。その結果、多 くの人々が一斉にルイ ・ナポレオン ・

ボナパル トに投票 し、彼はナポレオン1世 の夢の再現に成功するのです。彼は

共和国大統領 にな りました。

ところが、彼が共和国大統領 になって政治を行おうとするのですが、議会の

ほうでは相変わ らず王統派が強 く、何かにつけて彼のや ることに反対するので

す。ルイ ・ナポレオン ・ボナパル トが何かやろうとすると議会は 「反対」 「反対」

とことごとく邪魔をするのです。 とくに、反動的な議会は普通選挙制を廃止 し

ようとします。そこで業を煮や したルイ ・ナポレオン ・ボナパル トは1851年 に

クーデタを起 こし、議会を閉鎖 して しまいます。王統派議員 を追い出して しま

うのです。そ して翌年、1852年 にルイ ・ナポレオンは皇帝に就任 し、ナポ レオ

ンIII世と名乗 って 「第二帝政」 を開きます。

こうした過程をみます とナポレオン1世 の時に似ています。ナポレオン1世

は、フランス革命後の第一共和政 というその政体が うまく行っていない という

ところからクーデタを起 こし、政権を握って、第1統 領 という大統領にな り、や

がて皇帝に就任 して第一帝政を開きました。今度はナポ レオン1世 の甥は、2

月革命 という革命が起 こって、共和国が誕生する。その共和政は議会では王統
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派が強 く、その他の党派 も入れ乱れ、政治が うまく機能せず、 しかも、何か と

大統領のやることに反対する。そういうところから大統領ルイ ・ナポレオン ・

ボナパル トはクーデタを起 こして政治権力を奪取 してしまう。翌年、皇帝に就

任 して第二帝政 とい う時代を開 く。 こうした経過を見 ます と、2人 のナポレオ

ンがやったことは非常に似ていることがわか ります。

ルイ ・ナポ レオン ・ボナパル トは1852年 に皇帝に就任 し、「ナポレオンIII世」

と名乗 ります。そして、18年 間統治します。1870年 、「普仏戦争」でプロシアに

敗北 し、第二帝政は幕を閉 じます。「普仏戦争」に敗れてナポレオン111世はロン

ドンに亡命 し、1873年 にその地で死去する。彼はこのような生涯を送 くるので

す。

ナポ レオン1世 はイギ リスと戦 って敗れました。ナポレオン1[1世は ドイッと

戦って敗退 しました。両帝政は戦争によってその幕を閉 じたので した。

9.2月 革 命 とナポ レオ ン皿世

ナ ポ レオ ン1世 は フラ ンス革命 か ら誕生 しま したが、 ナポ レオ ンIII世 は2月

革命 か ら生 まれ ました。共 に 「革命 の落 とし子 」です。 フランス革 命が なけれ

ばナ ポ レオ ン1世 は誕生 しなか った。同 じよ うに1848年 の2月 革命 が なければ

ナポ レオ ンm世 は生 まれ なか ったか も しませ ん。二人 のナ ポ レオ ンは共 に 「革

命の産物 」、革命 の中か ら生 を受 けた、 と言 って も過言で はないの です。

ナポ レオ ン1世 の跡 を継 ぐのはナポ レオ ンII世 のはずだ ったわ けで すが、 ナ

ポ レオ ンII世 は若 くして亡 くなって しまいま した。 また、 ナポ レオ ン1世 の兄

弟 は誰 もボナパル ト家 の継承 を引 き受 けませんで した。結局 ただ一人 、ナ ポ レ

オ ン1世 の甥 のルイ ・ナ ポ レオ ン ・ボナパ ル トが ナポ レオ ン1世 の跡 を継 ぐこ

とにな ったわ けです。 この ことを予見 す るかの よ うなエ ピソー ドが あ ります。

それ は、1815年6月 、 ワー テル ローの戦 いが始 まる前 です。次 ぎの文章 を紹介

した い と思い ます。

「作戦 を練 ってい るナポ レオ ンの膝の上 に7歳 のルイ ・ナポ レオ ン ・ボナパ

ル トが涙 を浮 かべて座 る。『どこか悪 いのか』 とナポ レオ ンは尋 ねた。 『家

庭教 師が、皇帝 が戦争 に行 くと教 えて くれ ま した』。 『いけないか い。 私が
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戦争に行 くのは初めてではない。泣く必要はない。私はすぐ帰って くるよ』。

『叔父上、邪悪な連合諸国はあなたを殺そうとしてお ります。お願 いです。

私を連れて行って ください』。その場にいた者は皆深 く感動 した。ナポレオ

ンは 『子 どもを部屋か ら出しなさい』 と静かに命 じた。そ して 『多分、彼
11)

が私の家 系を継 ぐ唯一の頼 みの綱 にな るで あろ う』 と言 った。」

こうい う場面 があ るのです。

まさか1815・ 年 の この 時点 で、ナ ポ レオ ン1世 の跡 を誰 が継 ぐのか、誰 もわか

りませ ん。 ま して、 ナポ レオ ン1世 が敗れ るとも決 まって いない。 そ うい う時

に、 このル イ ・ナ ポ レオ ン ・ボナパ ル トが伯 父 に 「連合 諸国が あなた を殺 そ う

としてい る。 どうか私 を連れ て行 って くだ さい」、 と言 うのです。 ナポ レオ ン1

世 は 「子 どもを部屋か ら出 しなさい」 と静か に命 じ、 そ して、 「恐 ら くルイ ・ナ

ポ レオ ン ・ボナパル トがボナパ ル トの家系 を継 ぐ唯一の頼みの綱 にな るだ ろう」、

と、予見 す るのです。 この予 見の どお り、ル イ ・ナ ポ レオ ン ・ボナパル トはナ

ポ レオ ンnl世 としてナ ポ レオ ン1世 の跡 を継 ぎ ます。 ナポ レオ ン1世 の遺志 を

強固 に守 り、 その夢 の実現 を果 た してい くの です。

ナ ポ レオ ン1世 が後 世 に残 した教訓 があ りますが、 それ をル イ ・ナポ レオ ン・

ボナパ ル トは堅 く守 る とともに、 さ らにナポ レオ ン帝国 の発展 を期 して いきま

す。ナ ポ レオ ン1世 残 した遺言 を確認 してお きたい と怒 います。

「私 の息子 は私の死の復讐 を しよう と思 って はな らない
。 私の死を利用 すべ

きで あ る」。 「私 は死 に瀕 ししつつ あった革命 を救 い、革命 の罪悪 を洗 い清
7'L)

めた。 「私の息子 は新 しい思想の人間にならなければいけない」。

「私の復讐をしようと思ってはならない
。むしろ私の死を利用すべきである、

とナポレオン1世 は言います。私を最大限に利用 していきなさい。そして

革命の原理 を守 り、 また革命で多 くの人を殺 したその罪を洗い清めてい く
33)

ことが大事である。私の息子は新 しい思想の人間でならなければならない」。

これがナポレオン1世 の遺訓であ り、それをナポレオン皿世は心に銘記 して

いくのです。
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10.ナ ポ レオ ン皿世 の業績

では、ナポレオンm世 は皇帝 として どういう業績を残 していったので しょう

か。第二帝政の実績を概観 してみることに しましょう。

第1番 目は、「普通選挙制の実施 とその定着」です。 この時の普通選挙制 とい

うのは女性には選挙権を与えませんで したが、18歳 以上のすべての成年男子 に

選挙権を与えるというもので した。 これをナポレオンIH世 は執拗に守っていく。

これは、「権力は人民か らくる」 とい うフランス革命の原理から、人民に選挙権

を認めるのが、その具体的方途である、 との信念 になったものです。 これナポ

レオ ンm世 は厳守するのです。

また別の観点からいうと、普通選挙制は、ナポレオンHI世 に とって、現実的

な効用 をもつもので した。自分が国民議会議員に選ばれたのも、また共和国大

統領 に選ばれたの も普通選挙制があったからこそであ ります。こういう自分の

原点 ともいうべき普通選挙制の原理、 これはナポレオン1世 の 「革命の原理を

守れ」 との言葉を固守す ると同時に、自分を共和国大統領 にまで押 し上げて く

れた普通選挙制は、ナポレオンm世 にとって、絶対にな くすことはできないよ

い制度でした。 これを彼は、実施 し、定着させていったのです。

第二帝政以後、フランスの選挙制度は制限選挙 という形 になったことはあり

ません。以来、一貫 してフランスでは普通選挙制度が とられてきました。第二

帝政 はフランスの普通選挙制の定着に大 きな貢献をな したので した。

第2番 目は、「経済的繁栄」です。これ もナポレオン1世 の遺言、すなわち 「こ

れからは知性、産業、平和である。経済の発展である」 とい う言葉の厳守で し

た。ナポレオンm世 は、ナポレオン1世 の遺訓に従い、工業生産に非常に力を

入れました。ナポレオンHI世 の時代に、年平均2～3%の 経済成長が長 く続い

ていった と言われております。ナポレオンln世 は労働者の生活状況を改善 し、

とくにオル レアン家の財産 を没収 して労働者の共同住宅を作 るということをし
34)

ました。経済成長をはかると同時に福祉事業 にも力を入れたのです。

第3番 目は、「外交上の平和」です。ナポレオンm世 は、 「馬上のサン ・シモ

ン」といわれ、産業生活、「貧困の撲滅」に多大の貢献をしました。ナポレオン

1世 は戦争 に次 ぐ戦争で した。 しか し、ナポレオンHI世 はほ とんど戦争をやっ
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てお りません。あえて戦争 らしい戦争 といえばロシアと戦った1854～56年 の 「ク

リミア戦争」 ぐらいです。

クリミア戦争 とい うのは、ロシアが トル コを攻めたことから始 まりました。

ロシアは寒 くなると港が凍 って しまう。そのため凍 らない港を求めて南の トル

コに降 りてきます。 トルコを攻めるのです。東洋への重要な戦略的位置を占め

る トルコがロシアの手中になるということは大変な問題であるということで、

イギリス とフランスが共同して トルコを助け、 ロシアと戦います。これがクリ

ミア戦争です。 これ くらいがナポレオンUI世が戦 った大 きな戦争 といえるもの

です。

その他、ナポレオンIII世はイン ドシナ、中国、そして日本へ と拡大の網を広

げますが、 しか しそれが激 しい戦争になったということはあ りません。 また、

メキシコにも発展の基盤を作ろうといた しますが、 これ も特に激 しい戦争 とい

うものではあ りませんで した。総 じて、ナポレオンIII世はナポレオン1世 の遺

言を守 り、 「これか らは平和でなければいけない」、「戦争はいけない」 というこ

とを頑なに守るのです。 また、「イギ リスと戦 ってはいけない」「イギ リスとは

協調 していかなければならない」 ということも肝に銘 じます。 このクリミア戦

争ではイギ リスとの協調路線 をとります。ナポレオンIII世の時代は、全体的に

は外交上の平和が保たれた時代だったと言ってよいで しょう。ただ、平和を守 っ

たナポレオンIII世が、最後は、プロシア との戦争でビスマルクに破れ、敗退 し

たのは皮肉で した。

第4番 目は、 「社会事業の推進」です。これはさきほど少 し触れましたけれど

も、七月王政のオルレアン家がもっていた財産を没収 して労働者の共同住宅を

ナポレオンIH世 はた くさん建てます。 また、社会事業 も展開 します。第二帝政

の時代に、社会福祉事業が非常に進んだと言われてお ります。

第5番 目は、 「鉄道網の拡大」です。ナポレオン111世は鉄道建設に非常に力を

入れます。彼が皇帝になる前のフランスの鉄道は、3083kmし かなかったのです

が、皇帝になってか ら、1856年 には、6281kmに 拡大 しました。これによって、

フランスの産業の発展の基盤が大きく作 られました。

第6番 目は、 「パ リの整備」です。ナポレオン皿世はパ リの大改造を図ってい

きます。ナポレオン1世 は 「パ リを世界一、美 しい街 にする」 との目標 をたて、
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パ リの改造に取 り組みました。 しか し、彼の事業 は志半ばで途絶えて しまいま

した。その後 をナポレオン皿世 は受け継 ぐのです。オスマン男爵をパ リのある

セーヌ県の知事に任命 し、彼に命じてナポレオンm世 はパ リの大改造を推進 し

ました。彼オスマン男爵の父は、ナポレオン1世 の軍隊で彼の部下で した。ナ

ポレオン1世 に非常 に忠実だったのです。そのせいか、オスマン男爵もナポレ

オンm世 に忠誠を尽 くし、皇帝のいう通 り、否、それ以上 にパ リの街の大改造

に取 り組んだのです。その結果、パ リの街は整然 と整備 された大変に美 しい街

へ と生まれ変わったのです。道路も広 くなったため、革命のような騒乱 も起 こ

らな くな りました。

第7番 目は、 「万国博覧会の開催」です。ナポレオンIH世 は、1855年 、第2回

目の万国博覧会、1867年 、第4回 目の万国博覧会 という2っ の万国博覧会を開

催 し、 フランスの国威発揚に努めました。

以上が、ナポレオンm世 の主たる業績であ り、これによって、フランスは近

代国家の土台が強固になったといわれてお ります。た とえば、フランス研究史

家ロジャー ・プライス(RogerPrice)は 、次のように指摘 してお ります。 「第

二帝政はさまざまな而で国民か ら広 く支持された政体だった。 とくに法 と秩序

を守る方針を明確に示 したことと、自由主義的な制度を導入 したことは、国民

の支持を高めた。それまで政府 と社会的エ リー トが危険視 していた普通選挙制

度が導入されたのもこの帝政期であ り、 この普通選挙制導入によって、支持で

あれ苦情申 し立てであれ投票によって表明することが制度化されたために、あ
35)

たかも 『民主主義』によって 『革命』が不要になったかのように思われ始めた」

と。ナポレオン皿世は、凡庸 とした印象を与 えておりますが、行政運営能力は

大変優れており、行政の細部にまで目を行 き届かせ、政治のスムーズな運営を

はか りました。ナポレオン皿世の業績により、フランスは近代国家へ と発展 し

ていったのです。

少 し話が戻 りますが、ナポレオンIII世の外交上のエピソー ドをひとつ紹介 し

ておきたいと思います。彼の外交政策の遂行 を担った外務大臣は誰か。さきほ

ど少 しお話 しいた しましたナポレオンがポーラン ドに行った時にその地の貴族

の婦人 と一夜を共にします。それにより子 どもが生 まれました。その子ども、

すなわちナポレオンの本当の子 どもですが、認知 されませんで した。 したがっ



ナポレオン帝政と近代フランス国家の形成 103

て、庶子 とい うかお妾 さんの子 どもという形になって しまうのですが、実際は

ナポ レオン1世 の子 どもです。 ヴァレフスキー と名付けられます。 このナポレ

オン1世 の子 ども、ヴァレフスキーという人は大変 に優秀で、ポーランドを離

れフランスに亡命 し、フランスで学びます。そしてルイ ・ナポレオ ン ・ボナパ

ル トがクーデタを起 こして皇帝になった時、彼に接近 して、何 と第二帝政下の

外務大臣に任 じられます。外務大臣としてナポレオンIII世の外交政策の推進に

手腕を発揮するのです。 じつに、面白い人闇関係です。

ナポレオン1世 の甥が皇帝にな り、ナポレオ ン1世 のお妾 さんの子 とはいえ

本当の子 どもがその外務大臣となって活躍 をす る。ナポレオンIII世とい う人は

ちょび髭を生や してあまりうだつの上がらない顔を しているんですが、このナ

ポレオン1世 の本当の子 ども、ヴァレフスキーは姿 ・形がナポレオン1世 にそっ

くりで、初めて会った人は彼のことをナポレオンIII世と間違えたというくらい、

それほどナポ レオン1世 に似ていた と言われてお ります。ナポレオ ン1世 の本

当の子 どもですか ら当然か もしれません。歴史 というのは、私たちの想像を超

えた ところで面白い事態を引き起こすものです。

11.ナ ポ レオン1世 か ら受 け継 いだ もの

ナポレオン皿世が、「ナポ レオ ン1世 か ら受け継いだもの」は何で しょうか。

それを確認 してお きたいと思います。

第1番 目は、 「政治権力の正当性は人民からくる」 という原理であ ります。政

治権力の淵源 は人民にある。 これがナポレオン1世 の信条でした。 フランス革

命が投げかけた思想でもありました。 この人民主権原理の具体化のひとつが、

普通選挙制の実施 ということにな ります。ナポ レオンIII世は、それだけに普通

選挙制に固執 したのです。

第2番 目は、 「権力は強 くなくてはいけない」。権力は弱 くあってはいけない、

ということです。権力が弱ければ政治的諸党派の抗争する中にあって、社会や

国家を強固に打ちたてられな くなって しまいます。

第3番 目は、「権力は人のために、人民のために行使されな くてはならない」

ということです。これ もナポレオン1世 が、「人民主権 というのは人民の利益の
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ために使われるべきである」 と言 った ことに通ずるわけであ ります。そのため

に、社会事業、福祉事業をナポレオンIII世は遂行 しました。

第4番 目は、 「権力はフランスの栄光のためにある」 ということです。 フラン

スの栄光を飾 るものこそが、権力なのです。ナポレオン皿世は、そのために平

和外交に、万国博覧会の開催に力を入れたのです。

12.む す び に

　ゆ

ナポ レオン1世 とIII世の人物像を比較 しておきたい と思います。第1に 、「カ

リスマ性」、すなわち人を引きつける魅力の問題です。 この点から見ますと、ナ

ポレオン1世 は非常にカ リスマ性 に富んでいた。それに対 してナポレオンIII世

にはそれがあまり見 られません。ナポレオン1世 は、たとえば演説が上手い。

彼が馬上に乗って戦場 に現れるだけで何十万 という軍隊が現れたと思わせ るく

らい彼には不思議な威光があった といわれております。 これに対 して しナポレ

オンIII世にはそのようなカリスマ性はあまり見 られません。戦争をあまりやら

なかったので、戦功 もない。歴史に残 る明言 も吐いていません。む しろ凡庸な、

何を考えているかわか らない という印象を与えてお ります。

第2に 「活字によるアピールカ」です。これは、ナポレオンIn世 の方が優れ

ています。ナポレオン1世 はあま り本を書いてお りません。せいぜい 『セ ント・

ヘ レナ日記』 という口述筆記 したものがある くらいです。民法典の編纂に力を

入れ ましたけれども、 これは本ではあ りません。それに対 して、ナポレオンIH

世は次から次へと本を出 しました。『貧困の撲滅』、『ナポレオンの思想』、こう

いう活字 によるアピールカ という点から言います と、ナポ レオン㎜世は卓越 し

た力をもっていたのです。

第3に 、「行政手腕」です。これはナポレオン1世 もナポレオンIII世も共に優

れた力をもっていました。 とくにナポレオンm世 という人は、何度 もいうよう

に、一見凡庸 としていて捉えどころのない、何 を考えているかわか らない、本

ばっか り書いている、こういう学者みたいなタイプの人なのですが、 しか し、

実体は違 うようです。彼 は行政の細々 とした、小 さなことまで実によ く知悉 し

ていた といわれてお ります。そして産業、経済の発展、鉄道事業の推進 をはか
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りました。ある意味ではナポレオン1世 よりもナポレオンIH世 のほ うが行政手

腕は優れていたのではないか、とも言われてお ります。

ともあれ、これまで、話をしてきたなかで私が強調 したいことは2点 あ りま

す。第1は 、「ナポレオン」 と言いますと通常私たちはナポレオン1世 のことを

思い浮かべますけれども、実はこの19世 紀の中頃に現れた 「ナポレオンm世 」、

これもまたナポレオン1世 に劣 らぬほどの力を発揮 して近代国家 フランスの11

盤を作ったということです。 したがって 「ナポレオンの時代」 とい う場合、是

非、ナポ レオン1世 とナポレオンm世 とこの二人をあわせて理解 していただけ

ればと思います。ここでは、二人あわせてその時代を 「ナポレオン帝政」 と呼

んでおきます。

第2は 、 このナポレオン帝政 こそが、フランス革命の原理に基づき、近代 フ

ランス という国民国家の土台を築いた ということです。ナポレオン帝政につい

ては様々な見方があります。革命を退化 させた、独裁であった、たんなるポピュ

リズムにすぎない、そして、歴史的進歩、発展経過か ら見ると逸脱だったなど

の批判が寄せ られています。 しかし、私 は、ここでは、今までみてきたように、

両ナポレオンの業績によって近代 フランスの国家の土台が築かれた と主張 して

おきたい と思います。ナポレオン帝政がなければ、フランス革命の原理や成果

は否定 もしくは退行させ られて しまったか もしれません。両帝政の出現は、歴

史を発展 させ る必然だったのです。

最後に、「英雄が時代を創 るのか、または、時代が英雄を求めるのか。今、混

沌 とする時代にあって、新 しい時代を拓き、新 しい社会を構築する真の リーダー

の台頭が希求されている」 と結んでおきたいと思います。私たちも、これか ら

の時代に向かって理想、夢、希望、意志、それでもって時代を創っていこう、

より良い社会にしていこうと、両ナポレオンを通 して学んでいきたいと念願 し

ます。
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